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社会福祉法

第２章 地方社会福祉審議会

（地方社会福祉審議会）

第７条 社会福祉に関する事項（児童福祉及び精神障害者福祉に関する

事項を除く。）を調査審議するため、都道府県並びに地方自治法 （昭

和２２年法律第６７号）第２５２条の１９第１項 の指定都市（以下

「指定都市」という。）及び同法第２５２条の２２第１項 の中核市（以

下「中核市」という。）に社会福祉に関する審議会その他の合議制の機

関（以下「地方社会福祉審議会」という。）を置くものとする。

２ 地方社会福祉審議会は、都道府県知事又は指定都市若しくは中核市

の長の監督に属し、その諮問に答え、又は関係行政庁に意見を具申する

ものとする。

（委員）

第８条 地方社会福祉審議会の委員は、都道府県又は指定都市若しくは

中核市の議会の議員、社会福祉事業に従事する者及び学識経験のある者

のうちから、都道府県知事又は指定都市若しくは中核市の長が任命する。

（臨時委員）

第９条 特別の事項を調査審議するため必要があるときは、地方社会福

祉審議会に臨時委員を置くことができる。

２ 地方社会福祉審議会の臨時委員は、都道府県又は指定都市若しくは

中核市の議会の議員、社会福祉事業に従事する者及び学識経験のある者

のうちから、都道府県知事又は指定都市若しくは中核市の長が任命する。

（委員長）

第10条 地方社会福祉審議会に委員の互選による委員長一人を置く。委

員長は、会務を総理する。

（専門分科会）

第11条 地方社会福祉審議会に、民生委員の適否の審査に関する事項を

調査審議するため、民生委員審査専門分科会を、身体障害者の福祉に関



する事項を調査審議するため、身体障害者福祉専門分科会を置く。

２ 地方社会福祉審議会は、前項の事項以外の事項を調査審議するため、

必要に応じ、老人福祉専門分科会その他の専門分科会を置くことができ

る。

（地方社会福祉審議会に関する特例）

第12条 第７条第１項の規定にかかわらず、都道府県又は指定都市若し

くは中核市は、条例で定めるところにより、地方社会福祉審議会に児童

福祉及び精神障害者福祉に関する事項を調査審議させることができる。

２ 前項の規定により地方社会福祉審議会に児童福祉に関する事項を調

査審議させる場合においては、前条第一項中「置く」とあるのは、「、

児童福祉に関する事項を調査審議するため、児童福祉専門分科会を置く」

とする。

（政令への委任）

第13条 この法律で定めるもののほか、地方社会福祉審議会に関し必要

な事項は、政令で定める。



社会福祉法施行令

（民生委員審査専門分科会）

第２条 民生委員審査専門分科会に属すべき委員は、当該都道府県又は

指定都市若しくは中核市の議会の議員の選挙権を有する地方社会福祉審

議会（法第７条第１項 に規定する地方社会福祉審議会をいう。以下同

じ。）の委員のうちから、委員長が指名する。

２ 民生委員審査専門分科会に属する委員がその職務上の地位を政党又

は政治的目的のために利用した場合は、当該委員について、委員長は、

前項の規定による指名を取り消すことができる。

３ 民生委員審査専門分科会の決議は、これをもつて地方社会福祉審議

会の決議とする。

（審査部会）

第３条 地方社会福祉審議会は、身体障害者の障害程度の審査に関する

調査審議のため、身体障害者福祉専門分科会に審査部会を設けるものと

する。

２ 審査部会に属すべき委員及び臨時委員は、身体障害者福祉専門分科

会に属する医師たる委員及び臨時委員のうちから、委員長が指名する。

３ 地方社会福祉審議会は、身体障害者の障害程度に関して諮問を受け

たときは、審査部会の決議をもつて地方社会福祉審議会の決議とするこ

とができる。



宮城県社会福祉審議会条例

（設置）

第１条 社会福祉法（昭和２６年法律第４５号。以下「法」という。）第

７条第１項の規定に基づく審議会その他の合議制の機関として，宮城県

社会福祉審議会（以下「審議会」という。）を置く。

（調査審議事項の特例）

第２条 審議会は、法第十二条第一項の規定により、児童福祉に関する事

項を調査審議する。

（組織等）

第３条 審議会は、委員二十五人以内で組織する。

２ 委員の任期は、三年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の

残任期間とする。

３ 委員は、再任されることができる。

（副委員長）

第４条 審議会に，副委員長を置き，法第１０条の委員長（以下「委員長」

という。）の指名によって定める。

２ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故があるとき，又は委員長

が欠けたときは，その職務を代理する。

（会議）

第５条 審議会の会議は，委員長が招集し，委員長がその議長となる。

２ 委員長は，委員の４分の１以上が審議すべき事項を示して招集を請求

したときは，審議会の会議を招集しなければならない。

３ 審議会の会議は，委員の半数以上が出席しなければ開くことができな

い。

４ 審議会の議事は，出席した委員の過半数で決し,可否同数のときは，

議長の決するところによる。

５ 法第９条第１項の臨時委員（以下「臨時委員」という。）は，当該臨

時委員が調査審議する特別の事項について会議を開き，議事を決する場

合には，前２項の規定の適用については，委員とみなす。



（専門分科会）

第６条 法第１１条第１項に定めるもののほか，審議会に次の各号に掲げ

る専門分科会を置き，それぞれの当該各号に定める事項を調査審議する

ものとする。

（１）児童福祉専門分科会 母子保健並びに児童，母子家庭及び父子家庭

並びに寡婦の福祉に関する事項

（２）老人福祉専門分科会 老人の福祉に関する事項

２ 法第１１条第１項の身体障害者福祉専門分科会及び前項各号の専門分

科会に属する委員及び臨時委員は，委員長の指名によって定める。

（部会）

第７条 社会福祉法施行令（昭和３３年政令第１８５号。以下「政令」と

いう。）第３条第１項の審査部会ほか，審議会は，その定めるところに

より，専門事項を調査審議するため，身体障害者福祉専門分科会及び児

童福祉専門分科会に部会を置くことができる。

２ 前項の部会に属すべき委員及び臨時委員は，それぞれ身体障害者福祉

専門分科会又は児童福祉専門分科会に属する委員及び臨時委員のうちか

ら，委員長の指名によって定める。

（専門分科会等の会長及び副会長）

第８条 法第１１条第１項の民生委員審査専門分科会及び身体障害者福祉

専門分科会，第５条第１項各号の専門分科会，政令第３条第１項の審査

部会並びに前条第１項各号の部会（以下「専門分科会等」と称する。）

に，会長及び副会長を置き，会長はその専門分科会等に属する委員及び

臨時委員の互選によって，副会長はその専門分科会等に属する委員又は

臨時委員のうちから，会長の指名によって定める。

２ 会長は，その専門分科会等の事務を掌理する。

３ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故がある時とき，又は会長が欠け

たときは，その職務を代理する。

（専門分科会等の会議）

第９条 専門分科会等の会議は，委員長が招集し，専門分科会等の会長が

その議長となる。

２ 専門分科会等の会議は，専門分科会等に属する委員の半数以上が出席



しなければ開くことができない。

３ 専門分科会等の会議の議事は，出席した委員の過半数で決し，可否同

数のときは議長の決するところによる。

４ 臨時委員は，当該臨時委員が調査審議する特別の事項について会議を

開き，議事を決する場合には，前２項の規定の適用について，委員とみ

なす。

（決議）

第１０条 政令第２条第３項及び第３条第３項に定めるほか，専門分科会

等 の決議は，これをもって審議会の決議とする。ただし，委員長が重要

と 認める事項については，この限りでない。

（委任）

第１１条 この条例に定めるもののほか，審議会の運営に関し必要な事項

は，委員長が審議会に諮って定める。



 



宮 城 県 社 会 福 祉 審 議 会 に つ い て

平成２９年４月１日現在

１ 趣 旨 社会福祉に関する事項を調査審議するための宮城県社会福祉審議会を設置する。
【社会福祉法第７条第１項(昭和26年法律第45号)及び宮城県社会福祉審議会条例第１条】

２ 委員の構成 県議会の議員，社会福祉事業に従事する者及び学識経験のある者のうちから知事が任命する。
３ 定 数 ２５人以内【宮城県社会福祉審議会条例第３条第１項】
４ 任 期 ３年【宮城県社会福祉審議会条例第３条第２項】

（平成２７年４月１日又は委嘱の日から平成３０年３月３１日まで）
５ 構 成

民生委員審査専門分科会 民生・児童委員の委嘱・解嘱の伴う候補者の審査
（社会福祉課） 【社会福祉法第11条第１項】

審査部会 身体障害者福祉法第15条第１項による医師の指定
（障害福祉課） 身体障害者福祉法別表による障害程度の認定

身体障害者福祉専門分科会 【社会福祉施行令第３条】
【社会福祉法第11条第１項】
（障害福祉課） 自立支援医療機関指定部会 障害者自立支援法第54条第２項による自立支援医療機関の指定

（障害福祉課） 【社会福祉審議会条例第７条第１項】

宮城県社会福祉審議会 育成部会 児童の健全育成に関する事項【社会福祉審議会条例第７条第１項】

（保健福祉総務課） （共同参画社会推進課） 有害図書・有害興行の指定等，青少年健全育成条例の施行に関する事項

母子父子養護部会 里親・職親の認定，母子・寡婦福祉資金の貸付停止及び償還免除，

児童福祉専門分科会 （子育て支援課） 身元保証契約等【社会福祉審議会条例第７条第１項】
【社会福祉審議会条例第６

条第１項第１号】 保健部会 母子保健に関する事項
（子育て支援課） （子育て支援課） 【社会福祉審議会条例第７条第１項】

児童措置部会 児童の施設入所等の措置決定・解除，虐待による児童の死亡事例に

（子育て支援課） 関する事項【社会福祉審議会条例第７条第１項】

保育所設置認可部会 保育所の設置認可に
（子育て支援課） 関する事項【社会福祉審議会条例第７条第１項】

老人福祉専門分科会 老人の福祉に関する事項
（長寿社会政策課） 【社会福祉審議会条例第６条第１項第２号】



 



【委員】
民生委員 老 人 身体障害者 　児　　童

審査専門 福祉専門 福 祉 専 門 審査 自立 福祉専門 育成 養護 保健 児 童 保育所

分 科 会 分 科 会 分 科 会 部会 部会 分 科 会 部会 部会 部会 部会 部会

1 　我妻　洋子 　宮城県民生委員児童委員協議会理事 ○ 　 　

2 　浅野　元 　宮城県町村会副会長（大和町長） ○

3 　足立　智昭 　宮城学院女子大学教授 ○ △ △ △

4 　阿部　重樹 　東北学院大学教授 　　 ○

5 　奥村　秀定 　宮城県医師会常任理事　虹の丘小児科内科クリニック院長 ○ △ △

6 　小幡　佳緒里 　仙台弁護士会会員 ○ △ △ △

7 　小原　賀子 　宮城県民生委員児童委員協議会副会長 ○ 　 　

8 　加茂　雅行 　宮城県薬剤師会副会長 ○ △

9 　川村　勉 　認知症の人と家族の会宮城県支部世話人 ○

10 　菊地　啓夫 　宮城県市長会会員（岩沼市長） ○

11 　熊坂　聡 　宮城学院女子大学教授 ○ △

12   黒田　清  宮城県老人福祉施設協議会会長 ○

13 　黒沼　篤司 　宮城県民生委員児童委員協議会会長 ○

14 　境　政幸 　宮城県民生委員児童委員協議会副会長 ○ ○ △

15 　雫石　理枝 　宮城県介護福祉士会会長 ○ 　

16 　杉山　弘子   尚絅学院大学教授 ○ △ △ △

17 　関野　美仁 　医療法人徳洲会仙台徳洲会病院心臓血管外科部長 ○ △ △

18 　髙橋　誠一 　東北福祉大学教授 ○

19 　髙橋　信宏 　宮城県社会福祉協議会副会長兼専務理事 ○

20 　仁田　和廣 　宮城県議会議員 ○

21 　卜蔵　康行 　宮城県なごみの会会長 ○ △

22 　細谷　仁憲 　宮城県歯科医師会会長 ○ △

23 　本郷　道夫 　公立黒川病院管理者 ○

24 　村上　智行 　宮城県議会議員 ○

25 　渡邊　耕良 　宮城県民生委員児童委員協議会副会長 ○ ○

7 10 3 1 3 7 2 4 2 4 2

25名

【専門委員】
民生委員 老 人 身体障害者 　児　　童

審査専門 福祉専門 福 祉 専 門 審査 自立 福祉専門 育成 養護 保健 児 童 保育所

分 科 会 分 科 会 分 科 会 部会 部会 分 科 会 部会 部会 部会 部会 部会

1 　阿部　博男 　仙台市立病院整形外科医長 ○ △ △

2 　石垣　政裕 　お父さんたちのネットワーク代表世話人 ○ △

3 　浦江　淳 　医療法人宏人会木町病院腎臓内科医長兼検査部長 ○ △ △

4 　狩野　茂之 　かの耳鼻咽喉科クリニック院長 ○ △ △

5 　黒澤　一 　東北大学大学院医学系研究科教授 ○ △ △

6 　上月　正博 　東北大学大学院医学系研究科教授 ○ △ △

7 　櫻井　やえ子 　利府町子育て支援課長 ○ △

8 　佐藤　あけみ 　宮城県臨床心理士会資格法制化問題担当理事 ○ △ △

9   佐藤　善司 　宮城県民生委員児童委員協議会理事 ○ △

10 　菅原　亜由美 　宮城県保健師連絡協議会会員 ○ △

11 　菅原　幸二 　宮城県学校保健会副会長 ○ △

12 　髙野　幸子 　社会福祉法人希望園福村希望園園長 ○ △

13 　高橋　栄徳 　宮城県民生委員児童委員協議会委員 　 ○ △ △

14 　野呂　充 　独立行政法人国立病院機構仙台医療センター眼科部長 ○ △ △

15 　舟山　裕士 　仙台赤十字病院外科部長 ○ △ △

16 　水尻　強志 　宮城厚生協会長町病院院長 ○ △ △

17 　村上　晃嗣 　社会福祉法人玉川保育園園長 ○ △

18 　望月　美知子 　つつじが岡メンタルクリニック院長 ○ △

19 　米竹　隆 　宮城県書店商業組合理事 ○ △

8 8 8 11 5 1 3 1 3

※　○は分科会，△は部会の所属を示す。

44 （委員＋専門委員） 7 10 11 9 11 18 7 5 5 5 5

宮城県社会福祉審議会　分科会・部会所属

H29.5.8 現在　（50音順・敬称略）　　

№ 氏　　名 現　職　・　職　名

№ 氏　　名 現　職　・　職　名 備考

備考



 



平成２８年度 宮城県社会福祉審議会 開催実績（平成２９年３月３１日現在）

Ⅰ 全体会（定員２５名） １回 【保健福祉総務課】

開催年月日 主な議題 出席委員数

１ １月１８日 ・副委員長の指名について １４名
・「みやぎの将来ビジョン」改訂について

Ⅱ 専門分科会

１ 民生委員審査専門分科会（定員７名） ３回 【社会福祉課】

開催年月日 主な議題 出席委員数

１ ５月１７日 ・民生委員・児童委員推薦候補者の審査について ７名

２ ９月２０日 同上 ７名

３ ２月１６日 ・会長の選任及び副会長の指名について ６名
・民生委員・児童委員推薦候補者の審査について

２ 身体障害者福祉専門分科会審査部会（定員９名）及び自立支援医療機関指定部会
（定員１１名） ６回 【障害福祉課】

開催年月日 主な議題 出席委員数
審査 自立

１ ５月１８日 ・障害者総合支援法第５４条第２項の規定による ５名 ６名
医療機関の指定

・身体障害者福祉法第１５条第１項の規定による
医師の指定

・身体障害者手帳交付申請のうち却下等の処分に
関する障害程度の審査

２ ７月２０日 同上 ６名 ７名

３ ９月２１日 同上 ６名 ７名

４ １１月１６日 同上 ６名 ６名

５ １月１８日 同上 ６名 ７名

６ ３月１５日 同上 ６名 ７名



３ 児童福祉専門分科会育成部会（定員７名）４回 【共同参画社会推進課】

開催年月日 主な議題 出席委員数

１ ６月 ８日 ・有害図書類の指定について ５名

２ ９月 ７日 同上 ６名

３ １２月 ７日 同上 ６名

４ ３月 ６日 同上 ７名

４ 児童福祉専門分科会母子父子養護部会（定員５名）２回 【子育て支援課】

開催年月日 主な議題 出席委員数

１ ９月 ６日 ・里親登録認定に係る審査 ３名

２ ２月１０日 ・里親登録認定に係る審査 ４名

５ 児童福祉専門分科会児童措置部会（定員５名）２回 【子育て支援課】

開催年月日 主な議題 出席委員数

１ ４月１５日 ・児童福祉法第３３条第４項の規定に基づく一時保護 ４名
の継続及び同法第２８条第１項の規定に基づく家庭
裁判所への承認申立てについて

２ ２月 ２日 ・児童福祉法第３３条第４項の規定に基づく一時保護 ４名
の継続及び同法第２８条第１項の規定に基づく家庭
裁判所への承認申立てについて

６ 児童福祉専門分科会保育所設置認可部会（定員５名）２回 【子育て支援課】

開催年月日 主な議題 出席委員数

１ ９月１２日 ・保育所の設置認可について ４名

２ ３月１４日 同上 ４名


